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第１章 目的と位置付け 
１．策定の目的 
本市では、1999（平成 11）年に策定した「都市計画の方針」において、拡大型の市街地形成か

らの転換を図り、鉄道を基軸とした機能集約型の都市づくりを着実に進めてきました。 

都市づくりの目標の実現には時間を要するため、長期的な見通しを定めて取り組んでいく必要

があります。 

また、人口減少や高齢化の一層の進展、激しさを増す都市間競争といった、時代環境の中で選

ばれる都市となるためには、市民や企業等と連携して個性的で多様性のある都市づくりを行って

いくことが求められます。 

このようなことから、本市の都市づくりに関わる人々と共有しやすい形で長期的な視点に立っ

た都市の将来像を示し、実現に向けての大きな道筋を明らかにしておくことを目的に本方針を策

定します。 
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２．計画の位置づけ 
（１）計画体系 
本方針は、都市計画法第 18 条の 2 の規定に基づく「市町村の都市計画に関する基本的な方針」

として、本市の基本計画ならびに、宮城県が定める「仙塩広域都市計画区域の整備、開発及び保

全の方針（都市計画法第 6 条の 2）」に即して定めます。 

なお、本市がこれから定める都市計画は、本方針に基づいて行っていきます。 

 

■計画体系における仙台市都市計画マスタープランの位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活用策 

 

  

●仙塩広域都市計画区域の 

整備、開発及び保全の方針 

（都市計画法第 6 条の 2・宮城県決定） 

［分野別・関連計画］ 

○杜の都環境プラン 

○地域防災計画 

○都市交通プラン 

○杜の都景観計画 

○みどりの基本計画 

○住生活基本計画 

○地球温暖化対策推進計画 

○下水道マスタープラン 

○広瀬川創生プラン  など 

●仙台市基本計画 

市が定める都市計画決定 

 ・区域区分（線引き） 

 ・地域地区 

 ・都市施設 

 ・市街地開発事業 

 ・地区計画     など 

土地利用や施設配置の

誘導 

県が定める都市計画決

定への案申し出 

即す 

即す 

即す 即す 即す 

整
合 
・ 
連
携 
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（２）仙台市基本計画【2021（令和 3）年 3 月策定予定】 

仙台市基本計画は、仙台の目指す都市の姿と、その実現に向けた施策の方向性を示したまちづ

くりの指針であるとともに、仙台に関わる方々が、ともに進む方向を共有することを目的に策定

しています。 

 

■計画期間 

計画期間は 2021（令和 3）年度から 2030（令和 12）年度までの 10 年間としています。また、

基本計画は行政運営の長期的な指針となるものであるため、目指す都市の姿については、21 世紀

半ば（2050 年頃）を見据えるものとしています。 

 

■まちづくりの理念 

仙台がこれまで培ってきた都市個性を深化させ、掛け合わせ、相乗効果を生み出すことで「杜

の都」を新しいステージに押し上げる挑戦をはじめるという想いのもと、「挑戦を続ける、新たな

杜の都へ～“The Greenest City”SENDAI～」をまちづくりの理念として掲げています。 

「杜の都」と呼ばれる仙台のまちを、世界に誇れる場所として未来に引き継ぐため、「杜の都」

と親和性のある Green という言葉に、大切すべき様々な意味を込め、常に高みを目指す姿勢の象

徴として、最上級を表す「est」を付した“The Greenest City”というまちづくりの方向性を定

めています。 
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■目指す都市の姿 

本市がこれまで培ってきた強みでもある「環境」、「共生」、「学び」、「活力」の 4 つの都市個性

を見つめ直し、「杜の恵みと共に暮らすまちへ」、「多様性が社会を動かす共生のまちへ」、「学びと

実践の機会があふれるまちへ」、「創造性と可能性が開くまちへ」の 4 つの目指す都市の姿を示し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市の姿 都市個性 

環
境 

共
生 

Nature 
⾃然 

杜の恵みと共に暮らすまちへ 

◆「杜の都」の豊かな⾃然と、市⺠の暮らしや都市機能が調和した、世
界に通⽤する住みよさと⾵格を実感できるまち 

◆「仙台防災枠組 2015-2030」の採択地にふさわしく、⾃然と⼈の⼒を
⽣かした災害対応⼒を備え、国内外の防災⼒向上に貢献できるまち 

Comfort 
⼼地よさ 

多様性が社会を動かす共生のまちへ 

◆⼼と命を守る⽀えあいのもと、多様性が尊重され、包摂される、誰もが
安⼼して暮らすことができるまち 

◆⼀⼈ひとりが持つ多様な価値観・経験を、社会全体がより良い⽅向
に進むための⼒に変えるまち 

学
び 
活
力 

Growth 
成⻑ 

自然と都市機
能が調和した

都市環境 

市民の力で築
き上げてきた

共生社会 

学びと実践の機会があふれるまちへ 

◆⼦どもたちが、個性を尊重されて健やかに育つことができ、地域に対す
る親しみと学ぶ喜びを実感できるまち 

◆すべての⼈に成⻑の機会があふれ、次の仙台をつくる担い⼿が育ち、東北や
世界の未来にも貢献できる⼈材を次々と輩出する学びとチャレンジのまち 

Green Light 
進め！ 

創造性と可能性が開くまちへ 

◆企業や起業家等を惹きつけるとともに、新たな価値を⽣む創造性が開か
れ、地域経済の活性化や社会課題の解決、東北の活⼒につながるまち 

◆東北、世界を結びつけるハブとしての機能を持つ都市として、グローバル
な経済活動や、誰もが楽しめる多彩な交流が促進されるまち 

一人ひとりの
成長につなが
る学びの風土 

東北における
交流と経済の

広域拠点 
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（３）仙塩広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針【2018（平成 30）年 5 月策定】 

「仙塩広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」は、都市計画法第 6 条の 2 の規定に基

づき、広域的な観点から都市計画区域の土地利用などの基本的な方向性を示し、都市計画の一体

性や総合性を確保するため宮城県が策定した指針です。 

 

■目標年次 

概ね 20 年後の 2035（令和 17）年を目標年次とし、仙塩広域都市計画区域における整備、開発

及び保全の方針を定めるものとしています。 

ただし、区域区分の方針等については、概ね 10 年後の 2025（令和 7）年を目標年次としてい

ます。 

 

■仙塩広域都市計画区域の範囲 

仙塩広域都市計画区域の範囲は、北部は吉田川流域の一部、西部は大倉ダム、南部は阿武隈

川、東部は太平洋に至る範囲で、仙台市、塩竈市、名取市、多賀城市、岩沼市、富谷市、松島

町、七ヶ浜町、利府町、大和町、大衡村の 6 市 4 町 1 村にわたる範囲となっています。 

 

■基本方針 

以下に示す基本方針に基づき、将来に向けて本区域の整備、開発及び保全を推進していくこと

としています。 

 ①災害に強く、安全で安心して暮らせるまちづくりの推進 

 ②人口減少・超高齢社会においても持続可能でコンパクトなまちづくりの推進 

 ③富県宮城の実現に資する活力あるまちづくりの推進 

 ④緑豊かな美しい自然環境の保全とそれらと調和したまちづくりの推進 

 

■将来都市構造 

将来目指すべき都市構造は、2010（平成 22）年に策定された「仙塩広域都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針」から引き続いて、集約市街地の形成を視野に入れた周辺地域の生活圏形成

を図ることにより、均衡ある発展を目指す「多核連携集約型都市構造」としています。 

「多核連携集約型都市構造」では、生活・交通利便性が高く、居住者が徒歩や自転車で移動で

きる範囲を「集約適地」と位置づけ、都市機能を集積し、都市の活力の集約を図ることとしてい

ます。また、集約適地の中で、東北圏及び本区域の中枢機能を担う仙台都心を「都市圏中心核」

と位置づけ、多様な都市機能の集積を活かした高次都市機能の一層の集積を図り、本区域の中心

拠点の形成を図ることとしています。さらに、インターチェンジ周辺など産業立地に有利な地域

を「産業拠点」と位置づけ、高速交通ネットワークなどにより港湾、空港などの「産業交通拠

点」との連携の強化を図ることとしています。  
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中央部地域：東北圏の自立的発展を牽引する中枢都市圏として、世界的規模の国際交流や学術研究、産業、観光等
の多様な都市機能の集積を活かした高次都市機能の充実 

東部地域 ：特別名勝松島、鹽竈神社、多賀城跡等の歴史・文化資源、宮城県総合運動公園、県民の森等のスポー
ツ・レクリエーション資源を活かし、魅力ある国際観光拠点地域の形成 

南部地域 ：仙台空港、仙台空港アクセス鉄道の利便性を活かし、地域産業、商業業務機能の集積した国際的な臨
空型産業の拠点地域の形成 

北部地域 ：仙台北部中核工業団地群を中心に工業・流通業務機能の集積を活かし、ものづくり産業を牽引する高
度な産業拠点地域の形成 
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３．基本事項 
（１）計画期間 
本方針の計画期間は、仙台市基本計画に掲げた 21 世紀半ば（2050 年頃）を見据えた都市像の

実現を目指し、仙台市基本計画の計画期間と合わせ、2021（令和 3）年度から 2030（令和 12）

年度までとします。 

 

（２）計画の対象区域 
本方針が対象とする区域は、行政区域全体の一体的な土地利用の誘導や都市機能の配置などを

考慮するとともに、他の分野別計画や関連計画との整合性を踏まえ、市域全体とします。 

 

（３）計画の人口指標 
本方針では、仙台市基本計画に基づき、2030（令和 12）年における計画の人口指標を次のよう

に設定します。 

 2030（令和 12）年における計画の人口指標：108 万 6 千人  

本市の人口は近い将来にピークを迎え、その後緩やかに減少を続け、2045（令和 27）年から

2050（令和 32）年頃にかけて 100 万人を割り込みますが、本方針の計画期間内は、ほぼ横ばいで

推移する見込みです。ただし、少子高齢化が進み、人口構成の変化が予想されます。 

 

■仙台市の将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市マス計画期間 

（2021～2030） 

出典：仙台市基本計画（中間案） コーホート要因法により仙台市まちづくり政策局で推計 
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４．計画の構成 
本方針の構成は、以下のとおりとします。 

■「仙台市都市計画マスタープラン」の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第５章 都市計画の推進に向けた方策 

 
１．総合的な施策展開の推進 ２．地域別構想の策定 

３．立地適正化計画の策定 ４．社会の変化に対応する都市計画 

第１章 目的と位置付け 

 
１．策定の目的 ４．計画の構成 ２．計画の位置づけ ３．基本事項 

第２章 都市づくりの視点 

 
１．本市の魅力や強み ２．本市を取り巻く動向 ３．市民から見たまちづくり 

４．都市づくりの視点の整理 

第４章 都市づくりに係る部門別の方針 

 １．土地利用 

（１）各ゾーンにおける基本

的な考え方 

（２）商業・業務 

（３）居住 

（４）工業・流通・研究 

（５）文化・交流・スポーツ 

（６）自然環境 

２．交通 

（１）質の高い公共交通を中

心とした都市交通の充

実 

（２）賑わい創出に向けた都

心交通環境の再構築 

（３）多様な都市活動を支え

る交通政策の推進 

３．緑・景観 

（１）みどり豊かな空間の形

成と保全 

（２）公園・緑地・水辺の形

成と保全 

（３）良好な都市景観の形成 

４．防災・環境 

（１）災害に強い強靭な都市の構築   （２）安心して暮らせる都市の形成 

（３）都市環境の保全         （４）脱炭素社会の実現に向けた都市づくり 

５．協働まちづくり 

（１）多様な主体によるまちづくりの推進  （２）協働まちづくりへの支援 

第３章 都市づくりの目標像と基本方針 

 

 

 

「 選 ば れ る 都 市 へ 挑 戦 し 続 け る “新 た な 杜 の 都” 」 

～自然環境と都市機能が調和し、多様な活動を支え・生み出す持続可能な都市づくり～ 

１．目標像設定の考え方 

２．都市づくりの目標像の設定 

３．都市づくりの基本方針 


